
日本みどりのプロジェクト推進協議会

　今、私たちは食資源に関連する様々な環境問題に直面していま
す。気候災害の激化による農作物の供給障害、海洋環境の変化
に伴う魚種交代や磯焼けによる生産性低下など、食の供給側面か
ら様々な影響が出始めています。その一方で食品廃棄物の大量発
生は深刻な社会問題の一つです。

　令和5年4月より本格型としてスタートした、JST共創の場形成
支援プログラム（COI－NEXT）地域共創分野のプロジェクト「美食
地政学に基づくグリーンジョブマーケットの醸成共創拠点」では、
「美食地政学」という新たに提唱した概念に基づき、産学官が連
携し、持続可能な地域の食と職のマーケット醸成に向け、地域の
食資源の適正利用を促し、食を支える環境の保全・管理に新たな
グリーンジョブの創出を目指し、取り組んでいます。

　本イベント前半では、黒潮の蛇行等の影響でこれまであまり生息
していなかった魚種の有効利用を念頭に、他地域の海の状況を把
握し、資源をどのように使うか、そして自然資本を最大限に楽し
むライフスタイルをテーマに、3名の方にお話いただきます。後半
では分科会を開催し、今ある資源を活かした商品開発や、気候変
動に合わせた働き方などについて、グリーンジョブを生み出すため
のアイデアを、地域や職種、世代を超えて議論し、これから地域
社会で醸成すべきグリーンジョブマーケットについて、参加者全員
で考えます。
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13：50 ●和泊町役場経済課　前田 翔清 氏南の島のおさかな事情

14：20
●日産自動車株式会社日本事業広報渉外部 担当部長　高橋 雄一郎 氏

自然エネルギーを生かしたクルマのライフスタイルの提案

14：50

●立命館大学グローバル・イノベーション研究機構 准教授　光斎 翔貴 氏

低利用魚の有効活用が天然藻場回復に～
未利用植食性食害魚のペットフード化を通した磯焼け対策

https://gastro-geopoli.com/gastro/archives/6129

17：20 閉会のあいさつ

13：50 基調講演 1

14：20 基調講演 2

14：50 基調講演 3

15：40 分科会

16：40 発表

17：00 講評

15：30 休憩（10分）

プログラム
13：30 開会のあいさつ

日産自動車株式会社　リファインホールディングス株式会社
有限会社伊勢志摩冷凍　株式会社日本旅行

本研究は、JST共創の場形成支援プログラムJPMJPF2110の支援を受けたものです。
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